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要約 
 
 本論文では、アメリカにおける黒人差別の状況改善に、指導的役割を果たした当事者団

体の例として NAACP を取り上げ、NAACP がリーダー的存在になり得た要素を明らかに

した後、黒人差別の改善策として有効だった手段を、21 世紀に応用する可能性について、

考察している。 
 第 1 章では、本論文において重要な用語の定義を行った後、黒人差別の歴史について述

べている。その後、差別を内容によって分類したうえで、より多くの事例を紹介している。 
 第 2 章では、黒人差別反対運動の展開における、リーダー的存在の重要性を示唆してい

る。 
 第 3 章では、20 世紀の公民権運動で、指導的役割を果たしたキング牧師を例にとり、分

析の中で、リーダーに必要な 3 要素（スピリチュアル要素、リーダーシップ要素、メディ

ア要素）を示し、これらの要素を備えたリーダー的存在によって、黒人差別反対運動が展

開したという仮説を立てている。 
 第 4 章では、仮説の検証にあたり、第 3 章で発見した「リーダーに必要な 3 要素」が、

NAACP にも当てはまるか分析している。さらに、自治体と NPO を例として取り上げ、現

代のアメリカにおけるリーダー的団体が備える要素についても、分析を行っている。 
 第 5 章では、日本の自治体と NPO についても分析し、日米間、または過去と現代のアメ

リカにおいて、リーダー的団体が備える要素の違いについて考察し、今後の展望を述べて

本論文を締めくくっている。
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